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ズ
な
移
向
を
め
ざ
し
て
鋭
意
努

力
し
て
お
り
ま
す
。

デ
ル
タ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
に
は

「
正
し
く
恐
れ
」
で
対
処
し
て

活
動
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

人
間
の
身
体
は
「
使
わ
な
け

れ
ば
退
化
」
い
た
し
ま
す
。

「
気
を
緩
め
ず
」
に
、
家
に

「
閉
じ
こ
も
ら
ず
」
に
頑
張
っ

て
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

明
る
い
令
和
４
年
を
願
っ
て

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

活
動
等
の
感
謝
状

受
領
に
つ
い
て

高
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

会
長

安
田
誠
治

去
る
十
二
月
八
日
、
彦
三
館

に
お
い
て
高
砂
大
学
校
同
窓
会

及
び
高
砂
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
会
へ

石
川
県
共
同
募
金
会
会
長
か
ら

赤
い
羽
根
共
同
募
金
活
動
に
対

す
る
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し

た
。高

砂
大
学
校
同
窓
会
と
高
砂

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
中
今
秋
十
月
上
旬
に
彦
三

館
前
で
同
窓
会
員
な
ど
彦
三
館

ま
り
ま
し
た
。

鳴
り
物
入
り
の
地
方
移
転
も

こ
の
件
だ
け
が
実
現
し
ま
し
た

。

馳
元
文
科
大
臣
・
そ
の
他

の
国
会
議
員
に
恵
ま
れ
た
地
元

の
真
剣
度
の
結
晶
で
あ
っ
た
。

「
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工

芸
館
」
の
建
物
も
、
旧
近
衛
師

団
司
令
部
庁
舎
だ
っ
た
し
、
「

国
立
工
芸
館
」
の
建
物
も
「
第

九
師
団
司
令
部
庁
舎
（
明
治
31

年
建
設
）
」
と
、
「
金
沢
偕
行

社
（
明
治
42
年
建
設
）
」
を
元

の
姿
に
復
元
し
、
移
築
活
用
し

て
渡
り
廊
下
で
連
結
し
て
美
術

館
仕
様
で
整
備
し
た
も
の
で
あ

る
。

全

国
で
も
数
少
な
い
現
存
す
る
旧

陸
軍
の
、
明
治
期
の
軍
隊
の
建

物
を
見
る
だ
け
で
も
文
化
的
価

値
を
感
じ
た
。

周
囲
に
は
「
県
立
歴
史
博
物

館
」
「
県
立
美
術
館
」
「
県
立

能
楽
堂
」
「
兼
六
園
」
「
金
沢

城
公
園
」
「
金
沢
21
世
紀
美
術

館
」
等
に
隣
接
し
た
絶
好
の
文

化
施
設
だ
。
地
方
の
文
化
施
設

よ
り
一
段
格
が
違
う
感
じ
を
受

け
ま
し
た
。
金
沢
っ
て
凄
い
な

ー
と
感
激
し
ま
し
た
。

本
日
の
展
示
品
は
〈
十
二
の

鷹
〉
と
明
治
の
工
芸
で
し
た
。

先
ず
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
へ
入
る

と
正
面
に
直
径
1
・
４
ｍ
高
さ

3
ｍ
の
陶
磁
作
品
が
出
迎
え
る

私
は
先
ず
そ
の
大
き
さ
に
圧

倒
さ
れ
、
“
金
沢
の
和
菓
子
”

の
モ
チ
ー
フ
を
感
じ
た
。
ア
メ

リ
カ
で
活
躍
中
の
金
子
潤
氏
の

作
品
で
あ
る
。

本
日
の
メ
イ
ン
は
〈
十
二
の

鷹
〉
で
あ
る
。
薄
暗
い
部
屋
で

各
姿
態
に
眼
光
鋭
く
、
明
治
人

の
気
迫
を
感
じ
ら
れ
る
作
品
群

で
し
た
。
床
に
白
線
が
引
い
て

あ
り
、
体
の
ど
の
部
分
も
こ
れ

を
越
え
て
は
い
け
な
い
と
監
視

員
が
見
守
っ
て
い
た
。
。

ど
う
し
て
も
首
だ
け
鷹
に

惹
の
だ
。

つ
い
つ
い
注
意
さ
れ
る
。

1
階
展
示
場
に
我
が
郷
土

大
桑
町
出
身
の
漆
聖
と
称
さ

れ
た
松
田
権
六
さ
ん
の
東
京

自
宅
の
「
工
房
」
が
そ
の
ま

ま
移
築
さ
れ
て
い
た
。

作
業
机
か
ら
絵
筆
な
ど
の

道
具
類
・
図
案
な
ど
が
展
示

し
て
あ
っ
た
が
、
先
ず
、
1

間
×
１
・
半
間
位
の
作
業
場

の
狭
さ
に
驚
い
た
。

地
元
美
術
館
ほ
ど
気
軽
に

と
言
う
わ
け
に
は
い
か
な
い

が
、
一
度
訪
れ
る
と
敷
居
が

大
分
軽
く
な
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
度
々
訪
れ
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

火
伏
不
動
尊
を
巡
っ
て
、
横

町
う
ら
ら
館
（
町
営
案
内
所
）

に
至
る
。

古
来
よ
り
暴
れ
川
と
し
て
知
ら

れ
た
手
取
川
を
、
安
定
し
て
水

を
得
ら
れ
る
様
に
治
水
し
た
枝

権
兵
衛
の
偉
業
と
な
る
「
七
ヶ

用
水
」
を
見
学
。
高
低
落
差
５

～
６
ｍ
程
の
水
路
で
発
電
を
す

る
等
、
先
人
の
技
術
に
感
服
す

る
。

加
賀
馬
場
の
白
山
信
仰
の
本
宮

で
あ
る
「
白
山
比
咩
神
社
」
を

訪
れ
る
。

表
参
道
を
上
り
、
琵
琶
滝
を

望
み
な
が
ら
手
水
舎
を
経
て
、

先
ず
「
荒
御
前
神
社
」
を
参
拝

す
る
。

神
門
を
く
ぐ
り
、
外
拝
殿
を

参
拝
。

外
拝
殿
前
で
記
念
撮
影
。

普
段
は
入
れ
な
い
と
い
う
「
白

光
苑
」
を
通
り
「
本
殿
」
を
拝

む
。

「
白
山
奥
宮
遥
拝
社
」
を
通
っ

て
、
「
禊
社
・
禊
場
」
へ
と
至

る
。「

樹
木
公
園
」
に
秋
の
色
を
愛

で
に
訪
れ
る
。

既
に
落
葉
し
て
し
ま
っ
た
、

メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
路
、

樹
木
公
園
内
の
「
日
本
庭
園
」

の
紅
葉
、
芝
生
広
場
。

（
掲
載
上
写
真
を
カ
ッ
ト
致
し

ま
し
た
。
）

新
年
の
ご
挨
拶

高
砂
大
学
校
同
窓
会

会
長

島
田
裕
正

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

令
和
も
4
年
、
皆
様
方
に
は

お
元
気
で
寅
年
を
お
迎
え
に
な

ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
、

デ
ル
タ
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
で
２
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
世
界
を
覆
い
つ
く

し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

身
近
に
は
毎
日
、
百
人
以
上

の
会
員
が
活
動
す
る
場
所
、
彦

三
館
か
ら
は
現
在
一
人
の
感
染

者
も
出
て
い
ま
せ
ん
。

皆
様
方
の
「
正
し
く
恐
れ
」
、

マ
ス
ク
、
検
温
、
３
蜜
回
避
等

を
お
守
り
の
上
の
活
動
と
、
彦

三
館
の
心
使
い
の
賜
物
と
思
い

ま
す
。

高
砂
大
学
同
窓
会
も
４
月
か

ら
大
幅
に
役
員
が
変
更
と
な
り

ま
す
。

現
在
の
皆
様
は
２
月
、
３
月

の
事
業
（
フ
レ
イ
ル
予
防
講
座

等
）
と
、
新
年
度
へ
の
ス
ム
ー

館
前
で
同
窓
会
員
な
ど
彦
三
館

利
用
者
を
対
象
に
赤
い
羽
根
共

同
募
金
活
動
を
展
開
し
、
六
万

円
余
り
の
募
金
を
共
同
募
金
会

に
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
感
謝
状
が
金
沢
市
共
同
募

金
委
員
会
國
枝
徳
雄
会
長
か
ら

同
窓
会
会
長
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
会
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

伝
達
後
、
國
枝
会
長
か
ら
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
の
昭
和
六
一
年
以
来
、
三

十
六
年
に
亘
る
地
道
な
活
動
と

最
近
の
同
窓
会
の
参
加
に
よ
る

活
動
の
拡
大
に
対
す
る
感
謝
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

【
福
祉
バ
ザ
ー
益
金
の
一
部
と

年
間
を
通
じ
て
収
集
し
た
使
用

済
み
切
手
を
金
沢
市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
寄
付
】

高
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
は
、

福
祉
バ
ザ
ー
の
益
金
の
一
部
三

万
円
と
金
沢
市
中
央
公
民
館
彦

三
館
、
長
町
館
で
年
間
を
通
じ

て
収
集
し
て
き
た
使
用
済
み
切

手
を
金
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

へ
寄
付
致
し
ま
し
た
。

寄
付
は
、
高
砂
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
会
蔵
田
武
男
副
会
長
か
ら
金

沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
古
一
之

専
務
理
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
福
祉
協
議
会

か
ら
は
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

同
窓
会
の
皆
さ
ん
に
は
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
や
バ
ザ
ー
用

品
の
寄
付
、
福
祉
バ
ザ
ー
で
の

買
い
物
、
彦
三
館
な
ど
に
設
置

し
た
切
手
収
集
箱
へ
の
切
手
投

函
等
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
ご
協
力
、
ご
支
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

３
０
万
人
へ
の
あ
い
さ
つ

１
０
５
期
１
組

西
尾

欣
一

私
は
、
毎
日
通
学
路
に
立
っ
て

児
童
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。

私
が
出
会
う
人
数
は
、
小
学
生
、

中
高
校
生
、
社
会
人
を
合
わ
せ
て

４
０
０
人
弱
と
見
込
ま
れ
る
が
、

こ
れ
ら
の
人
に
毎
日
挨
拶
の
声
か

け
を
し
て
お
り
、
１
日
２
０
０
人

（
回
）
を
下
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。１

週
間
で
約
１
０
０
０
人
、
月

４
０
０
０
人
、
年
間
３
万
人
以
上
。

こ
れ
ま
で
14
年
間
続
け
て
い
る
の

で
、
少
な
く
と
も
延
べ
30
万
人
以

上
に
声
を
か
け
て
き
た
こ
と
と
な

る
。そ

の
反
応
は
、
小
学
生
は
凡
そ

半
分
程
度
で
あ
り
、
中
高
校
生
で

70
～
80
％
、
こ
れ
は
女
子
高
生
が

よ
く
な
い
。
社
会
人
は
90
％
以
上

だ
が
、
若
い
女
性
等
に
問
題
が
あ

る
。あ

る
時
小
学
校
で
、
６
０
０
人

を
超
え
る
全
校
児
童
に
話
を
す
る

機
会
が
あ
っ
た
。

私
は
「
社
会
へ
出
て
周
り
の
人

に
認
め
ら
れ
て
い
る
人
間
は
、
す

べ
て
き
ち
ん
と
挨
拶
が
で
き
る
人

で
あ
る
。
あ
な
た
た
ち
も
、
社
会

へ
出
る
ま
で
に
き
ち
ん
と
挨
拶
が

で
き
る
よ
う
に
気
を
つ
け
な
さ
い
。
」

と
話
を
し
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の

後
も
あ
ま
り
変
化
が
な
い
の
で
、

い
さ
さ
か
が
っ
か
り
し
た
。

大
雨
・
大
風
・
大
雪
等
気
象
条
件

が
悪
く
、
心
細
く
感
じ
る
時
は
、

私
た
ち
に
頼
る
気
持
ち
が
強
く
、

ほ
と
ん
ど
の
児
童
は
き
ち
ん
と

挨
拶
を
す
る
が
、
何
も
な
け
れ

ば
大
半
は
知
ら
ん
顔
で
、
こ
れ

が
今
ど
き
の
子
供
の
一
般
的
な

傾
向
か
と
思
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
私
同
様
の

地
道
な
活
動
を
続
け
て
い
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
ち
こ
ち
に
沢

山
お
り
、
長
い
ス
パ
ン
で
見
れ

ば
、
社
会
へ
の
浸
透
は
進
ん
で

ゆ
く
も
の
と
考
え
る
。

３
０
万
人
か
け
る
何
１
０
倍
・

何
１
０
０
倍
と
い
う
規
模
で
。

全
人
口
の
３
割
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
る
高
齢
者
に
期
待
さ

れ
る
役
割
は
、
次
第
に
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
若
い
人
の
育

成
に
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

国
立
工
芸
館
を
見
学

し
て

96
期
2
組

会
長

谷
内
賢
正

令
和
3
年
11
月
24
日
、
高
砂

大
学
同
窓
会
「
協
働
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
」
会
員
19
名
で
、
石
川

県
の
出
前
講
座
と
し
て
「
国
立

工
芸
館
」
を
見
学
し
て
き
ま
し

た
。
多
目
的
室
に
て
石
川
県
文

化
振
興
課
金
田
直
樹
氏
よ
り
、

1
時
間
に
亘
り
「
国
立
工
芸
館
」

の
石
川
県
へ
の
移
転
に
つ
い
て

講
義
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
26
年
頃
か
ら
始
ま
っ
た

東
京
一
極
集
中
の
政
府
機
関
の

地
方
移
転
意
見
に
始
ま
り
、
平

成
27
年
10
月
に
「
東
京
国
立
近

代
美
術
館
」
の
金
沢
移
転
が
決

２
月
10
日
（木
）午
後
１
時
～
３
時

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
第
1
回
開
催

シ
ル
バ
ー
・リ
ハ
ビ
リ
体
操

彦
三
館
大
研
修
室

２
月
21
日
（月
）午
後
１
時
～
３
時

フ
レ
イ
ル
予
防
事
業
第
２
回
開
催

リ
ズ
ム
・ダ
ン
ス

彦
三
館
大
研
修
室

楽
し
か
っ
た
バ
ス
旅
行

1
０
５
期
１
組

宮
口
敬
治

10
月
１
６
日
（
火
）
朝
「
あ

ら
久
し
ぶ
り
、
元
気
や
っ
た
」

の
光
景
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
金
沢
駅
観
光
バ
ス

乗
り
場
で
の
一
コ
マ
で
す
。

高
砂
大
学
校
同
窓
会
主
催
の

日
帰
り
バ
ス
旅
行

『
次
頁
へ
』

令
和
４
年
２
月
実
施
行
事

QRコードで
ホームページへ

「歴
史
探
訪
研
修
」

に
参
加
し
て

１
０
９
組
２
組

藤
島
寛
仁

コ
ー
ス
は
”
鶴
来
コ
ー
ス
”

で
、
近
場
で
あ
り
な
が
ら
新
し

い
発
見
も
あ
り
満
足
度
満
載
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

最
初
に
、
白
山
開
祖
の
泰
澄

大
師
刻
ま
れ
た
8
ｍ
の
大
岩
の

不
動
明
王
に
は
驚
か
さ
れ
た
。

拝
め
ば
眼
病
が
治
る
と
言
わ

れ
る
不
動
明
王
像
、
心
な
し
か

ウ
イ
ン
ク
し
て
い
る
様
に
感
じ

ら
れ
た
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

「
牛
石
」
等
が
紀
元
前
95
年

に
創
建
さ
れ
た
歴
史
あ
る
神
社

の
金
劔
宮
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

と
称
さ
れ
る
「
黒
石
」
や
「
義

経
の
腰
掛
あ
る
が
、
丁
度
色
づ

い
た
紅
葉
が
綺
麗
だ
っ
た
。

金
劔
宮
の
裏
道
を
た
ど
り
金

劔
宮
不
動
滝
に
至
る
。

清
沢
願
得
寺
（
鶴
来
別
院
）

山
門
に
、
加
賀
八
家
筆
頭
の
本

多
家
上
屋
敷
の
門
構
え
が
移
築

さ
れ
て
い
た
。
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習
に
こ
ぎ
着
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
「
行
き
先
変
更
」

と
掲
示
板
が
書
き
な
お
さ
れ
た
。

何
で
？
？
？
と
、
計
画
の
と
ん

挫
を
懸
念
し
た
。

し
か
し
、
見
学
予
定
に
入
っ

て
い
る
「
石
切
り
場
」
で
も
合

吟
は
い
い
ね
と
い
う
代
案
が
浮

上
し
た
。

数
回
の
練
習
を
重
ね
、
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
、
リ
ー
ダ
ー
が
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
（
詩
吟
専
用
の
楽
器
）

を
持
参
し
て
く
れ
た
。
足
元
に

気
を
付
け
な
が
ら
「
観
音
下
石

切
り
場
」
の
高
台
ま
で
上
っ
た
。

垂
直
に
切
り
立
つ
黄
色
凝
灰
岩

の
錦
秋
に
彩
ら
れ
た
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
で
、
伴
奏
に
合
わ
せ
て

八
坂
五
山

寺
院
を
歩
く

歩
の
“歩
の
ク
ラ
ブ

１
０
９
期
２
組

山
上

昭
子

歩
の
“
歩
の
ク
ラ
ブ
十
月
の

例
会
は
、
小
立
野
台
か
ら
瑞
雲

寺
、
宝
円
寺
、
献
珠
院
、
高
源

院
、
椿
原
天
満
宮
、
善
行
寺
、

田
井
菅
原
神
社
、
西
光
寺
、
広

済
寺
、
常
福
寺
、
松
山
寺
と
十

一
ヶ
所
を
巡
り
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
秋
晴
れ
の
下
、

六
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
、
道

路
脇
や
家
々
の
前
の
精
魂
込
め

た
美
し
い
花
々
を
眺
め
な
が
ら

二
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
実
施
し

ま
し
た
。

宝
円
寺
は
、
前
田
家
の
菩
提

寺
で
俵
屋
宗
達
の
墓
も
あ
り
金

沢
の
町
が
一
望
出
来
る
場
所
が

あ
り
ま
し
た
。

常
福
寺
は
、
駅
前
で
三
百
年
、

当
地
で
百
年
の
歴
史
あ
る
お
寺

で
、
御
堂
や
隣
接
し
た
建
物
の

二
階
に
あ
る
書
家
北
方
心
泉
の

関
係
資
料
も
拝
観
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

途
中
天
神
町
緑
地
で
休
憩
し

て
い
る
と
、
昨
年
体
調
を
崩
さ

れ
ず
っ
と
不
参
加
だ
が
今
期
も

入
会
し
て
下
さ
っ
て
い
る
宮
口

敬
治
さ
ん
が
顔
を
出
し
て
下
さ

り
、
椿
原
天
満
宮
ま
で
一
緒
に

歩
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
元
気
な
姿
に
皆
勇
気
と
元
気

を
頂
き
、
又
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ

う
と
、
約
束
を
し
て
お
別
れ
し

ま
し
た
。

私
は
、
家
か
ら
歩
い
て
木
曽

坂
を
上
が
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で

馬
坂
を
下
り
最
後
八
坂
を
上
が

り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
自

粛
か
年
の
せ
い
な
の
か
体
力
の

衰
え
を
確
実
に
感
じ
ま
し
た
。

「鼻
毛
で
守
っ
た

加
賀
百
万
石
」

歴
史
会
自
主

研
究
発
表
会

歴
史
会

西
尾
欣
一

10
月
21
日
（
木
）
午
前
10
時

30
分
か
ら
彦
三
館
視
聴
覚
室
で

10
月
の
発
表
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
98
期
１
組
、
田

上
稔
さ
ん
が
加
賀
百
万
石
の
礎

を
築
い
た
前
田
利
常
に
つ
い
て

詳
し
く
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
生
涯
は
大
変
波
乱
に
富

む
も
の
で
あ
り
、
利
家
の
四
男

と
し
て
側
室
（
千
代
保
）
か
ら

生
ま
れ
な
が
ら
藩
主
と
な
る
。

幕
府
の
嫌
疑
に
晒
さ
れ
な
が

ら
も
将
軍
秀
忠
の
二
女
珠
姫
と

の
婚
儀
。
外
惣
構
の
構
築
等
城

の
防
備
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、

大
阪
冬
・
夏
の
陣
へ
の
出
兵
等

多
事

多
難
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

人
柄
も
幼
少
時
か
ら
利
発
で
、

長
じ
て
は
鼻
毛
を
伸
ば
し
て
馬

鹿
な
振
り
を
し
た
等
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

治
績
と
し
て
も
、
改
作
法
を
始

め
と
し
た
改
革
に
よ
り
藩
の
経

済
を
豊
か
に
し
た
。
寺
院
の
創

設
と
移
動
に
よ
る
町
づ
く
り
、

城
・
石
垣
・
庭
園
の
造
成
。

九
谷
焼
や
蒔
絵
等
美
術
工
産

業
の
定
着
・
発
展
。
謡
曲
・
文

書
収
集
・
料
理
・
茶
・
菓
子
等

文
化
の
発
展
等
枚
挙
に
暇
が
な

い
。説

明
す
る
田
上
さ
ん
も
と
て
も

ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
や
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
。

徳
光
ハ
イ
ウ
エ
イ
シ
ョ
ッ

プ
で
土
産
に
買
っ
た
圓
八
の
あ

ん
こ
ろ
餅
。

そ
し
て
、
本
日
の
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
は
、
８
５
６
４
歩
也
と
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
企
画
運
営

に
御
尽
力
さ
れ
た
方
々
、
大
変

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

時
間
が
足
り
ず
、
偉
大
な
三
代

藩
主
の
業
績
に
つ
い
三
五
〇
年

後
の
現
代
に
も
通
じ
、
新
時
代

に
生
き
る
知
恵
を
考
え
さ
せ
ら

れ
、
一
同
感
慨
深
く
聞
き
入
り

ま
し
た
。

ラ
ン
チ
会
で
み
ん
な
の

元
気
を
確
認

１
０
６
期
3
組

会
長

轟

健
正

石
川
県
コ
ロ
ナ
感
染
者
の
ゼ

ロ
が
続
く
中
、
今
が
チ
ャ
ン
ス

と
11
月
11
日
（
木
）
ク
ラ
ス
員

15
名
が
集
ま
り
、
豪
華
？
ラ
ン

チ
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
初
計
画
で
は
、
長
町
武
家

屋
敷
跡
を
歩
い
て
か
ら
の
予
定

で
し
た
が
、
前
日
来
の
金
沢
ら

し
い
天
気
に
よ
り
中
止
し
、
周

辺
の
地
図
と
説
明
資
料
を
配
付

し
て
散
策
に
替
え
ま
し
た
。

ラ
ン
チ
会
場
の
金
沢
東
急
ホ

テ
ル
２
階
で
は
、
密
を
避
け
た

座
席
配
置
と
マ
ス
ク
着
用
で
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
て
、
お
遊
び
の

三
角
く
じ
で
ス
タ
ー
ト
。
４
名

が
ク
オ
カ
ー
ド
を
ゲ
ッ
ト
、
ハ

ズ
レ
は
浜
松
土
産
う
な
ぎ
パ
イ
。

後
は
ひ
た
す
ら
会
話
と
食
事

を
楽
し
み
、
和
気
あ
い
あ
い
の

内
に
、
あ
っ
と
い
う
間
に
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
２
月
の
役
員
会
以
来
の

顔
合
わ
せ
で
、
こ
れ
ま
で
も
電

話
や
メ
ー
ル
で
、
連
絡
は
取
り

合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
や
は
り

直
接
話
す
の
は
格
別
で
す
。

次
の
機
会
ま
で
、
健
康
に
注

意
し
、
ま
た
元
気
で
会
い
ま
し
ょ

う
と
約
束
し
な
が
ら
、
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。

尾
張
徳
川
家

至
宝
展
を
見
学
し
て

１
０
７
期
1
組

宇
野
澄
子

11
月
10
日
10
時
30
分
、
天
候

大
荒
れ
の
寒
い
中
、
歴
博
の
玄

関
に
１
０
７
期
1
組
の
18
名
が

集
合
し
ま
し
た
。

塩
崎
主
任
学
芸
員
の
概
略
の

説
明
が
あ
り
見
る
べ
き
展
示
の

イ
メ
ー
ジ
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
前
田
家
と
江
戸
徳

川
家
の
間
で
や
り
取
り
し
た
宝

物
が
尾
張
徳
川
家
に
多
数
移
っ

て
い
る
こ
と
を
教
え
て
頂
き
ま

し
た
。

当
時
の
前
田
家
の
文
化
、
教

養
の
高
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

刀
剣
類
、
弾
跡
が
残
る
甲
冑

や
姫
君
た
ち
が
輿
入
れ
に
関
す

る
品
々
に
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う

な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

香
木
と
は
何
や
ろ
う
と
か
、

源
氏
物
語
の
奧
深
さ
に
引
き
つ

け
ら
れ
て
時
間
の
た
つ
の
も
忘

れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

多
少
、
名
古
屋
の
展
示
物
と

は
、
少
な
く
感
じ
ま
し
た
が
、

貴
重
な
物
も
あ
っ
た
感
じ
で
し

た
。
ま
た
の
機
会
が
あ
れ
ば
と

思
い
ま
し
た
。
１
０
７
期
１
組

の
行
事
で
雨
の
日
は
、
初
め
て

で
し
た
。

不
思
議
な
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で

し
た
。

ハ坂五山寺院を歩く

｢

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」

高
砂
グ
リ
ー
ン
会

会
長

奥
野
繁
雄

人
生
72
歳
を
間
近
か
に
控
え
、

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
思
い
が
け

な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
、
届
き
ま

し
た
。

毎
日
の
、
日
課
の
早
朝
に
寝

覚
め
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
メ
ー

ル
の
チ
ェ
ッ
ク
。

パ
ソ
コ
ン
メ
ー
ル
に
「
免
許

証
返
納
し
ま
し
た
が
、
来
年
度

か
ら
、
高
砂
グ
リ
ー
ン
会
に
加

入
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
と
の
事
、

会
員
の
了
解
も
取
ら
ず
に
、
速

了
解
の
返
信
、
事
後
承
諾
、
会

長
が
全
責
任
を
取
る
か
ら
、
と

の
事
で
了
解
を
取
り
付
け
ま
し

た
。小

生
の
目
指
す
、
高
砂
大
学

校
同
窓
会
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
高

砂
グ
リ
ー
ン
会
の
目
指
す
と
こ

ろ
「
目
指
そ
う
１
０
０
」
に
ピ
ッ

タ
リ
・思
わ
ず
目
頭
が
熱
く
な
り

ま
し
た
。

重
ね
て
、
ス
マ
ホ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ

に

、
念
願
の
女
性
の
会
員
を
ど

う
し
た
ら
増
や
す
こ
と
が
出
来

る
か
な
と
思
い
悩
ん
で
い
ま
し

た
が
、
「
今
年
度
で
大
学
を
終

了
で
き
ま
す
か
ら
、
高
砂
グ
リ
ー

ン
会
に
加
入
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
」
と
の
通
知
。
1
年
前
に
、

グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
時
は
、

会
員
が
集
ま
ら
な
く
て
、
ポ
シ
ャ

ル
の
で
は
と
、
脳
裏
を
か
す
め

ま
し
た
が
、
加
入
頂
い
た
会
員

皆
様
の
協
力
、
会
長
を
盛
り
上

げ
て
同
志
を
増
や
そ
う
と
の
意

気
込
み
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
の
形
に
な
っ
た
と
思
い

ま
す
。

会
員
皆
様
の
お
か
げ
で
念
願

の
女
性
会
員
も
２
名
、
14
名
の

グ
ル
ー
プ
に
な
り
ま
し
た
。

歴博尾張徳川家 至宝展

何
度
も
来
ら
れ
た
方
、
こ
ん
な

所
知
ら
な
か
っ
た
と
言
う
方
、

い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
一
人
で
歩

く
よ
り

歩
の
“
歩
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

体
力
も
、
わ
ず
か
で
す
が
、
知

識
も
着
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

身
体
に
合
わ
せ
て
参
加
し
て
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

合
吟
し
た
。
5
人
の
詠
声
が
澄

ん
だ
空
気
の
中
、
美
し
く
黄
金

色
に
光
る
岩
肌
に
吸
い
込
ま
れ

て
い
っ
た
。

こ
の
石
は
、
建
築
だ
け
で
な

く
仏
像
彫
刻
に
も
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。

「
お
世
話
に
な
っ
た
先
輩
に

届
い
た
か
な
」
「
も
っ
と
調
子

を
合
わ
せ
て
と
言
っ
て
い
る
か

な
」
な
ど
と
、
在
り
し
日
の
厳

し
く
も
優
し
い
お
姿
に
手
を
合

わ
せ
た
。

『
錦
衣
す
る
仏
の
姿
岩
に
映
え
』

濤
華

そ
の
ほ
か
に
、
11
月
に
公
開

さ
れ
た
ば
か
り
の
「
尾
小
屋
鉱

山
跡
」
の
見
学
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
を
超
す
７
０
０
メ
ー
ト

ル
も
の
深
さ
の
坑
道
、
懐
か
し

い
汽
車
ポ
ッ
ポ
を
バ
ッ
ク
に
集

合
写
真
。

ラ
ン
チ
は
、
「
ホ
テ
ル
Ｋ
ｏ

ｍ
ａ
ｔ
ｕ
セ
ン
ト
レ
」
で
の
美

味
し
い
和
食
、
名
物
の
小
松
う

ど
ん
も
頂
き
完
食
。

「
小
松
の
杜
」
で
圧
倒
さ
れ

た
世
界
に
誇
る
超
大
型
無
人
ダ

バ
ス
の
中
で
出
発
前
の
点
呼

が
始
ま
っ
た
が
、
な
か
な
か
自

分
た
ち
グ
ル
ー
プ
の
名
前
が
読

み
上
げ
ら
れ
ず
、
「
こ
の
バ
ス

1
号
車
だ
よ
ね
。
」
と
、
仲
間

同
士
、
怪
訝
な
顔
で
見
合
っ
た
。

な
ん
と
私
達
は
、
小
松
行
き

な
の
に
鶴
来
行
き
の
1
号
車
に

乗
り
込
ん
だ
の
だ
。

最
初
の
意
気
込
み
は
、
ど
こ

や
ら
。
人
間
最
初
に
失
敗
す
る

と
そ
の
あ
と
何
か
に
つ
け
慎
重

に
な
る
も
の
吟
で
、
能
天
気
な

私
に
は
、
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。

今
回
の
小
松
方
面
ツ
ア
ー
は
、

「
那
谷
寺
」
が
入
っ
て
お
り
、

そ
れ
に
誘
わ
れ
申
し
込
ん
だ
の

だ
。紅

葉
の
美
し
さ
と
、
芭
蕉
の

句
の
合
吟
は
、
絶
対
に
記
念
に

な
る
と
思
っ
た
。

先
生
に
「
石
山
の
石
よ
り
白

し
秋
の
風
」
の
譜
入
れ
を
お
願

い
出
来
な
い
か
と
、
リ
ー
ダ
ー

に
相
談
し
た
。

入
部
2
年
目
の
私
に
と
っ
て
、

俳
句
の
吟
詠
は
目
か
ら
う
ろ
こ

で
あ
っ
た
。
先
生
の
快
諾
で
練

日
本
遺
産

の
観
音
下
石
切
場
、

か

な

が

そ

切
り
出
さ
れ
た
石
材
は
、
市
内

の
建
造
物
を
は
じ
め
、
国
会
議

事
堂
や
甲
子
園
会
館
な
ど
、
全

国
の
数
々
の
有
名
建
築
物
に
も

使
用
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

尾
小
屋
鉱
山
跡
を
巡
り
、
ホ

テ
ル
で
の
昼
食
も
想
像
以
上
の

食
事
が
出
て
、
皆
び
っ
く
り
、

午
後
は
、
こ
ま
つ
の
杜
を
散
策
、

日
本
最
大
級
の
大
型
ダ
ン
プ
ト

ラ
ッ
ク
、
超
大
型
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
を
見
学
、
会
費
以
上
の
値
打

ち
が
あ
っ
た
と
、
皆
さ
ん
大
満

足
で
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
旅
行
企
画
、
実
施
に
至
る
ま

で
、
役
員
の
皆
様
に
は
、
大
変

が
あ
っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

安
全
安
心
な
旅
が
出
来
た
事
に
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す

大
変
お
世
話
に
な
り
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

歴
史
探
訪
研
修
会

に
参
加
し
て

高
砂
詩
吟
ク
ラ
ブ

１
１
３
期
1
組

杉
江
友
江

前
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
学

校
同
窓
会
「
兼
六
園
巡
り
」
は
、

途
中
か
ら
雨
に
な
り
早
々
に
帰

途
に
つ
い
た
が
、
こ
の
日
11
月

16
日
は
、
朝
か
ら
晴
天
に
恵
ま

れ
、
勇
ん
で
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と

バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

３
つ
の
コ
ー
ス
の
中
か
ら
小
松

コ
ー
ス
に
我
が
元
気
会
か
ら
、

１
３
名
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

去
年
、
今
年
と
ク
ラ
ス
会
行

事
は
、
ほ
と
ん
ど
無
い
中
、
２

年
振
り
に
会
っ
た
方
も
お
り
、

な
か
な
か
話
も
つ
き
ぬ
中
、
バ

ス
に
乗
り
込
み
ま
し
た
。

会
員
証
は
い
つ
も

持
参
し
ま
し
ょ
う


